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この節では「時間」に関するデータを中心
に、睡眠や食事などの基本的な幼児の生活を
みていきたい。

●○就寝時刻・起床時刻

はじめに、就寝時刻をみてみよう（図01 －
01－01）。
「21時頃」から「21時半頃」に寝る幼児が
半数を占めており、1 歳06 か月～06 歳の幼児
の大半はこの時間帯に就寝している。ピーク
をこの時間帯とする大まかな全体の傾向は10
年間で変化していない。しかし、それぞれの
時間帯の数値には、小さいながらも変動がみ
られる。そこで、10年間の変化をもう少し詳
しくみよう。

幼児の生活が以前に比べて夜型化している
ことが問題としてあがることが多い。確かに
00年に行われた調査では、95年の「21時頃」
をピークとしていた鋭い分布の山が崩れる一
方で、「22時頃」「22時半頃」「23時頃」「23時
半以降」が少しずつ増え、夜型化している傾
向が若干みられた。しかし、今回の調査をみ
る限りその傾向は収まり、むしろ10年前の水
準よりも少し早まっているようだ。比較的遅
いと考えられる「22時頃」以降に寝る幼児の
比率を合計してみると（図01 －01－02）、95年
32.1％、00年39.0％、05年28.5％と05年前より
も10.5ポイントと大きく減少していることが
わかる。幼児は以前に比べて早寝になったよ
うである。

幼児の生活の夜型化は止まり、10年前に比べ早寝早起きになっている傾向が
みられた。睡眠のパターンをみると、早寝の子も遅寝の子も起床時刻には大きな
差はなく、睡眠時間には就寝時刻が強く関係しているようだ。また、園児の在
園時間は、親のニーズに対応するためか、近年長くなる傾向が顕著にみられた。�
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■図1－1－1　平日の就寝時刻（10年比較）�
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次に、起床時刻をみてみよう（図01 －01 －
03）。幼児の04 人中03 人が「07 時頃」から「08
時頃」に起床している。起床時刻は就寝時刻
に比べて全体のばらつきは少なく、ほとんど
がこの時間帯に集中している。一方で、「06
時半頃」以前に起きる幼児、「08 時半頃」以
降に起きる幼児もそれぞれ01 割前後いる。

幼児の起床時刻の大まかな傾向をとらえる
ために、比較的早いと考えられる「07 時頃」
以前に起きる幼児の比率を経年で比較してみ
よう（図01 －01－04）。95年33.0％、00年37.3％、
05年43.4％と年を追うごとに早く起きる子ど
もの比率が少しずつ増加している。
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■図1－1－2　「22時頃」以降に就寝する幼児（10年比較）�
（％）�

注）「22時頃」＋「22時半頃」＋「23時頃」＋「23時半以降」の％。�

注）「5 時半以前」＋「6 時頃」＋「6 時半頃」＋「7 時頃」の％。�
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■図1－1－3　平日の起床時刻（10年比較）�

■図1－1－4　「7 時頃」以前に起床する幼児（10年比較）�
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●○年齢別にみた就寝時刻と起床時刻

つづいて、子どもの年齢別に就寝時刻をみ
た（図01 －01－05）。どの年齢においても「21
時頃」に寝る比率が一番高いものの、低年齢
ではばらつきが大きい。また「22時頃」以降
に寝る比率は、0 歳児41.9％、1 歳児43.4％、
2歳児40.1％、3歳児31.7％、4 歳児23.1％、5
歳児18.3％、6 歳児21.0％と低年齢のほうが

高く、遅寝の傾向がみられる。
また、図01 －01 －06は子どもの年齢別の起

床時刻を表した図である。就寝時刻と同様に
低年齢でばらつきが大きいうえ、年齢が上が
るにつれて早起きになり、「07 時頃」「07 時半
頃」に起きる比率が高まる。
両図からは、多くの幼児が園に通い始める

年齢であるためか、3 歳児と04 歳児の間に大
きな変化があることがわかる。
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■図1－1－6 　平日の起床時刻（子どもの年齢別　05年）�
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●○睡眠時間

以上で、幼児の生活がここ数年早寝早起き
になりつつある様子が明らかになった。それ
では、睡眠時間はどのように変化しているの
だろうか。幼児全体と子どもの年齢・就園状
況別に経年で比較してみよう。
就寝時刻および起床時刻の回答から睡眠時

間を算出し、その平均時間をみたのが次の図

である（図01 －01－07）。まず全体の傾向に注
目してみる。5 年前、幼児の生活の夜型化に
より、就寝時刻が遅くなる傾向がみられた際
には10時間を切り、09 時間58分になった幼児
の睡眠時間であるが、今回06 分増加し、10時
間04分であった。幼児は05 年前より早く寝る
ようになったものの、同時に起きるのも早く
なっているため、結果的に睡眠時間は10年前
の水準とあまり変わらない状況に戻っている。

■図1－1－7　就寝・起床の平均時刻と平均睡眠時間（全体　子どもの年齢別　就園状況別　10年比較）�

注1 ）就寝と起床の平均時刻は、「21時頃」を21時、「23時半以降」は23時30分のように置き換えて算出した。また、
平均睡眠時間は、就寝時刻と起床時刻から算出した。なお、いずれかの質問に対して無答不明のあった人は、分析
から除外している。�
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　　　保育園児（ 0 ～ 2 歳クラス児）：1 歳 6 か月～ 3 歳10か月の保育園に通っている幼児�
　　　保育園児（ 3 ～ 5 歳クラス児）：3 歳11か月～ 6 歳11か月の保育園に通っている幼児�
　　　幼稚園児（ 3 ～ 5 歳クラス児）：3 歳11か月～ 6 歳11か月の幼稚園に通っている幼児�
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次に同じ図で就園状況別の傾向をみてみよ
う。0 ～02 歳クラスの未就園児と保育園児を
比較してみると、就寝時刻にはあまり差がみ
られないものの、起床時刻は未就園児07 時43
分、保育園児07 時00分と43分もの差がみられ
た。睡眠時間にも同程度の差がみられる。次
に、3 ～05 歳クラスの保育園児と幼稚園児を
比較すると、幼稚園児は保育園児よりも就寝
時刻が30分以上早く、起床時刻も10分程度遅
いため、睡眠時間には01 時間弱の大きな差が
ついている。就園状況別の幼児の睡眠のパタ
ーンをまとめると、次の表01 －01 －01のよう
になる。①未就園児は、相対的に寝る時刻は
遅いが、起きる時刻も遅いため睡眠時間は長
い。②幼稚園児は、相対的に寝る時刻が早く

起きる時刻も早いが、睡眠時間は長い。③保
育園児は、相対的に寝る時刻が遅いうえに、
起きる時刻も早いため、睡眠時間が短い。な
お、サンプル数が少ないため、図からは省略
したが、0 ～02 歳クラスの幼稚園児と、3 ～
05 歳クラスの未就園児をみても傾向に相違は
ない。
就園状況別にみたこれらの睡眠のパターン

の相違を生み出している要因としては、保育
園児は保育園で制度化されている在園中の昼
寝により、夜眠りにつくのが難しいなどの就
寝時刻への影響、未就園児は一定時刻に登園
する必要がないことによる起床時刻への影響
などが考えられる。

■表1－1－1　就園状況による睡眠パターンの違い�

■図1－1－8　就寝・起床の平均時刻と平均睡眠時間�
　　　　　　　　（ 3～5歳クラス児　就園状況別　子どもの就寝時間帯別　05年）�

注1）「20時台就寝」の保育園児は、サンプル数が少ないため、図から省略した。�
注2）「20時台就寝」は子どもの就寝時刻が「19時以前」～「20時半頃」、「21時台就寝」は「21時頃」「21時半頃」、「22

時台就寝」は「22時頃」～「23時半以降」と回答した人を表す。�
注3）就寝と起床の平均時刻は、「21時頃」を21時、「23時半以降」を23時 30分のように置き換えて算出した。また、平

均睡眠時間は、就寝時刻と起床時刻から算出した。なお、いずれかの質問に対して無答不明のあった人は、分析から
除外している。�

20時 21時 22時 23時 0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時�

 就寝時刻 起床時刻 睡眠時間�

① 未就園児 遅め 遅め 長め（10時間台）�
② 幼稚園児 早め 早め 長め（10時間台）�
③ 保育園児 遅め 早め 短め（ 9 時間台）�

20時14分      　　　 6時56分�

　　　21時11分     　　　　 7時19分�

　　　　　22時12分      　7時37分�

�

　　　21時16分     　　　6時52分�

　　　　　22時17分    　　　　　　　　　7時22分�

�

　20時16分      　　　　7時18分�

　　　21時15分      　7時34分�

　　　　　 22時26分    　　　　　　　8時19分�

平均睡眠時間�

起床の平均時刻�就寝の平均時刻�

10時間42分�

10時間08分�

  9時間25分�

�

  9時間36分�

  9時間05分�

�

11時間02分�

10時間19分�

  9時間53分�

幼稚園児�

20時台就寝（202人）�

21時台就寝（396人）�

22時台就寝（  91人）�

�

未就園児�

20時台就寝（  22人）�

21時台就寝（  33人）�

22時台就寝（  32人）�

�

保育園児�
21時台就寝（  81人）�

22時台就寝（  77人）�

�

�



●第3回幼児の生活アンケート・国内調査�

― 25 ―

●○就寝時刻と睡眠時間

次に、就寝時刻と睡眠時間の関係をみてみ
よう。すでに明らかになった幼児の就園状況
や年齢による睡眠のパターンの差について注
意し、3 つに区分した就寝時間帯別に睡眠時
間を比べたのが図01 －01－08である。3～05 歳
クラスの幼児について、「20時台就寝」の幼
児、「21時台就寝」の幼児、「22時台就寝」の
幼児の睡眠時間を就園状況別に比べることが
できる。この図から次の02 つのことがわかる。
1 つ目は、保育園児の場合、遅く寝ても早

く寝ても起床時刻はさほど変わらないこと
だ。保育園児の場合、母親が常勤で働く場合
が多く、保育園の始まる時刻のほかに母親の
始業時刻にも合わせる必要があるためだろ
う。
2 つ目は、就園状況や年齢が同じであって

も、就寝時刻が遅いと睡眠時間は短くなると
いう当然のようだが重要な傾向だ。未就園児
は、就寝時刻が遅くても、起床時刻を遅くす
ることにより、ある程度睡眠時間を取り戻す
ことができている。しかし、幼稚園児や保育
園児は、就寝時刻に02 時間の差があったとし
ても、起床時刻の差は小さく、睡眠時間を取
り戻すことができていない。そのため、就寝
時刻が遅いと睡眠時間は短くなる傾向が幼稚
園児と保育園児でとくに顕著に現れている。
以上から、どんな時間帯に寝ても、起きる

時刻はおよそ一定の範囲内であるため、幼児

の睡眠時間は就寝時刻によるところがきわめ
て大きいことがわかった。

●○テレビ視聴や親の意識と就寝時刻

幼児の睡眠時間には、就寝時刻が強く関係
している。それでは、就寝時刻には、何が影
響を及ぼしているのだろうか。メディア視聴
や母親の意識との関係をみてみよう。メディ
ア視聴との関係をみたのが、図01 －01 －09で
ある。「20時台就寝」の幼児に比べ、「22時台
就寝」の幼児のほうが01 日に長時間にわたっ
てテレビやビデオ、ＤＶＤを見ている。この
結果からはメディア視聴と幼児の遅寝がどの
ように関係しているかは詳しくわからない。
今後、さらなる分析が必要だろう。
次に母親の意識との関係をみたのが、表

01 －01－02である。ここでも03～05歳クラス児
を就園状況別に分けている。子育てで力を入
れていることのうち、「基本的生活習慣を身
につけること」に対して「とても力を入れて
いる」「まあ力を入れている」「力を入れてい
ない（「あまり力を入れていない」＋「ぜん
ぜん力を入れていない」）」と回答した母親を
03 つに区分して、就寝時刻・起床時刻・睡眠
時間をみてみる。とくに就寝時刻に注目して
みると、「とても力を入れている」と答えた
母親は、子どもが早寝であるという傾向がみ
られた。母親の意識も子どもの就寝時刻と関
係しているようだ。

■図1－1－9　メディア視聴時間（ 3 ～ 5 歳クラス児　子どもの就寝時間帯別　05年） �

注1）「テレビ」「ビデオ」「ＤＶＤ」を使う頻度に関する設問で「ごくたまに」「ぜんぜんさわらない・使わない」「使
わせない・見せない」「家にない」と回答した場合は、「0時間」として平均視聴時間を算出した。�

注2）「20時台就寝」は子どもの就寝時刻が「19時以前」～「20時半頃」、「21時台就寝」は「21時頃」「21時半頃」、
「22時台就寝」は「22時頃」～「23時半以降」と回答した人を表す。�

20時台就寝（207人）�

21時台就寝（460人）�

22時台就寝（188人）�

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0
（時間）�

2 時間19分� 3 時間21分�30分� 32分�

2 時間38分� 3 時間34分�37分� 19分�

3 時間06分� 4 時間14分�45分� 23分�

テレビ       　　　　　 ビデオ　ＤＶＤ� 合計�
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●○家を出る時刻・家に帰る時刻

早朝保育や預かり保育など、幼稚園や保育
園では近年、さまざまな対策をもって保護者
の多様なニーズに応える動きがみられる。こ
こでは、家を出る時刻・家に帰る時刻から幼
稚園や保育園に通う幼児の変化をとらえてみ
たい。
図01 －01 －10は、就園状況別の家を出る時

刻、家に帰る時刻、および両者から算出した
平均在園時間である（平均在園時間には通園

時間も含まれる）。幼稚園児と保育園児を経
年で比較してみると、幼稚園児も保育園児も
ともに家を出る時刻は年々早まる一方で、家
に帰る時刻は遅くなっているため、在園時間
が長くなっている傾向が一目でわかる。95年
から00年の間に、幼稚園児は19分、保育園児
は23分、00年から05年の間には、幼稚園児は
07 分、保育園児は16分在園時間が長くなって
おり、近年は長くなる傾向が多少加速してい
るようだ。
幼稚園児、保育園児といっても、その母親

■図1－1－10　家を出る・家に帰る平均時刻と平均在園時間（就園状況別　10年比較）�

注）95年は「18時以降」を18時30分、00年・05年は「18時頃」を18時、「18時半頃」を18時30分、「19時以降」を19
時と置き換えて算出した。また、平均在園時間は、家を出る時刻と家に帰る時刻から算出したため、通園時間を含
む。なお、いずれかの質問に対して無答不明のあった人は、分析から除外している。�

平均在園時間�

8時      9時     10時     11時   12時   13時    14時   15時   16時   17時   18時�

     8 時46分                 14時25分�

     8 時42分                    14時40分�

   8 時39分      14時44分�

�

   8 時33分                17時09分�

 8 時24分                            17時23分�

8 時17分                    17時32分�

5 時間39分�

5 時間58分�

6 時間05分�

�

8 時間36分�

8 時間59分�

9 時間15分�

家に帰る平均時刻 �家を出る平均時刻 �

 95年（664人）�

幼稚園児 00年（512人）�

　 05年（685人）�

�

 95年（184人）�

保育園児 00年（243人）�

　　　 05年（370人）�

 �

  幼稚園児   保育園児�
基本的生活習慣を 起床時刻 就寝時刻 睡眠時間 起床時刻 就寝時刻 睡眠時間 �身につけること

�
とても力を入れている（370人・82人） 7時12分 20時57分 10時間15分 7時00分 21時40分 9時間20分 �

まあ力を入れている（283人・64人） 7時17分 21時07分 10時間10分 7時08分 21時44分 9時間24分�

力を入れていない（  25人・13人） 7時20分 21時11分 10時間09分 7時35分 22時10分 9時間25分�

注1）母親の回答のみ分析。�
注2）就寝と起床の平均時刻は、「21時頃」を21時、「23時半以降」を23時 30分のように置き換えて算出した。また、平

均睡眠時間は、就寝時刻と起床時刻から算出した。なお、いずれかの質問に対して無答不明のあった人は、分析から
除外している。�

注3）力を入れていない群は、「あまり力を入れていない」＋「ぜんぜん力を入れていない」と回答した母親。�
注4）（　）内はサンプル数（幼稚園児・保育園児）。�

■表1－1－2　母親の意識と平均就寝・起床時刻と平均睡眠時間（ 3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　05年）�
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■図1－1－12　家を出る・家に帰る平均時刻と平均在園時間�
　　　　　　　　 （ 3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　母親の就業状況別　05年）�

■図1－1－11　母親の就業状況（ 3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　05年）�

注1）母親の回答のみ分析。�
注2）家を出る・家に帰る平均時刻は、「18時頃」を18時、「18時半頃」を18時30分、「19時以降」を19時と置き換え

て算出した。また平均在園時間は、家を出る時刻と家に帰る時刻から算出したため、通園時間を含む。なお、いず
れかの質問に対して無答不明のあった人は、分析から除外している。�

注3）母親の就業状況について「フリー（在宅ワークを含む）｣「産休、育休中や休職中」「その他」および無答不明の人は
図から省略した。�

注4）幼稚園児をもつ常勤者と保育園児をもつ専業主婦は、サンプル数が少ないため、図から省略した。�

平均在園時間�

8時      9時     10時     11時   12時   13時    14時   15時   16時   17時   18時�

　�

　 8 時38分     　   15時03分�

　 8 時39分    　　　  　 14時40分�

8 時02分        　 18時05分�

　8 時26分      　　　  17時14分�

　�

常勤者 �

幼稚園児�
（681人）�

保育園児�
（157人）�

未就園児�
（85人）�

パートタイム 　　　　　　　専業主婦�

1.6 

フリー（在宅ワークを含む）�
産休、育休中や休職中�

その他�
無答不明�

　　13.2    　　　　73.8   　　　　　7.0 　　 1.8�

 　 40.2    　 33.1  　　　　　10.1  　　6.9 　　　 2.4�

4.8 　9.4    　　　　　81.2    　　　　 　1.2

0.6 　 2.1

3.3　 　4.0

0.0 　　2.4
1.0

 �

幼稚園児
　パートタイム（88人）�

　　 専業主婦（490人）�

�

 常勤者（63人）�
保育園児

　パートタイム（52人）�

　　　　 �

家に帰る平均時刻 �家を出る平均時刻 �

（％）�

  �

  6 時間25分�

  6 時間01分�

�

10時間03分�

  8 時間48分�
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の就業状況はさまざまである。3 ～05 歳クラ
ス児の就園状況別に母親の就業状況をみてみ
よう（図01 －01－11）。幼稚園児の場合、母親
の73.8％が専業主婦であり、次いでパートタ
イムが13.2％となっている。保育園児の場合、
母親の40.2％が常勤者であり、次いでパート
タイムが33.1％である。未就園児の場合も、
幼稚園児と同様に多くの母親が専業主婦であ
る。
同じ幼稚園児、同じ保育園児であっても、

母親の就業状況によって在園時間が異なるこ

とが考えられる。そこで、母親の就業状況別
に家を出る時刻、家に帰る時刻、在園時間を
みたのが図01 －01 －12である。母親の就業状
況による在園時間の差は大きい。とくに、保
育園児の場合にその差が大きく、常勤者の場
合、帰宅時刻は18時05分で在園時間は10時間
03分、パートタイムの場合、帰宅時刻は17時
14分で在園時間は08 時間48分、在園時間に01
時間15分の差がみられた。
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●○食事をする時刻

年齢別に朝食をとる時刻を比べたのが図
01 －01－13である。幼児の全体をみると、「07
時半頃」から「08 時頃」に朝食をとる幼児が
02人に01人を超えている。年齢別にみると、
00 歳児、1 ～03 歳児、4 ～06 歳児というくく

りで、朝食をとる時刻のパターンが異なり、
年齢が上がるにつれて、「07 時半頃」「08 時頃」
に朝食を食べる割合が増加している。0 歳児
では、起床時刻と同様に個人差が大きく、
「07 時半頃」から「10時以降」までそれぞれ
01 割を超えている。1 ～03 歳児では、「07 時
半頃」から「09 時頃」に多くの幼児が朝食を

■図1－1－13 　朝食の時刻（全体　子どもの年齢別　05年）�

無答不明�
（％）�

注 1 ） 0 歳 6 か月～ 1 歳 5 か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
注 2 ）全体の値は 1 歳 6 か月以上の幼児をもつ保護者の回答。�

6時半頃�
6時以前�

全　体（2297人）�
（1歳 6 か月以上）�

0歳児（326人)�

1歳児（660人）�

2歳児（740人）�

3歳児（340人）�

4歳児（312人）�

5歳児（326人）�

6歳児（276人）�

       13.2     28.4          26.7                15.3         7.2 3.9  0.8�

3.4 3.7    12.9           16.9       15.4         14.7          12.3           14.1      4.5      2.1�

       8.8         17.7                 20.7       18.2             15.6         8.3    5.9      0.9�

     10.1          19.3     22.7               20.6     13.4       6.5  3.6      1.1�

      8.8           22.8       21.2                18.6              13.1        8.9    4.1    0.3�

           17.4           31.0                 27.6         13.2     3.9 0.3�

      14.3                         35.0     35.0                        13.5 1.2�

          17.4                 39.1             30.1                    9.8 1.1

0.1 1.9  2.0 0.4

0.3 2.7

0.0 2.2

0.0 1.8

0.0 2.6

0.4 1.8

0.0 0.3

0.0

0.8

0.5

0.3

 1.9         0.6 
1.6

 0.0
 0.0 0.3
 0.3

 0.4 0.0�
0.0�
0.0

7時頃 7時半頃 8時頃 8時半頃 9時頃 �

10時以降�
食べない�9時半頃�
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とるようになるが、そのばらつきはまだ比較
的大きい。4 ～06 歳児では、大半が幼稚園ま
たは保育園に行く年齢であるからか、生活リ
ズムが「07 時半頃」「08 時頃」といった早め
の時間帯に収斂していく。
次に、夕食をとる時刻をみてみよう（図

01 －01 －14）。全体的には「18時頃」「18時半

頃」「19時頃」に夕食をとる子どもが04人中
03人いる。朝食をとる時刻と同様に00 歳児で
は個人差があり、他の年齢に比べてばらつき
が大きい。一方で、他の年齢については朝食
をとる時刻ほど一定の傾向はみられない。

　　　 20.9 　　  28.2 　　　　 28.7 　　  12.5　 4.1　　0.7 �

7.7  　 26.1  　22.1  　　　 17.8　　　 10.6　 6.1 　  6.4�

　　 19.9 　  25.9  　　  29.8　　　　　　 15.3　　 5.3　 0.3�

 　　 19.8  　　27.1 　 　　　　31.4 　　　 　　12.0　 3.8　　0.7�

　　　 22.9  　　　 28.6 　　　  23.1 　 　　16.1　　 4.1 　 0.0�

 　24.7  　26.0 　　　 　25.9 　　　 10.9 　3.8　　1.0�

　　　 21.6 　　　 　　　 29.5 　　　　　 30.6　　　　　 10.3　 4.3　0.6�

          18.1               30.8                   30.1                    12.7    3.3       1.1

■図1－1－14 　夕食の時刻（全体　子どもの年齢別　05年）�

無答不明�
（％）�

注 1 ） 0 歳 6 か月～ 1 歳 5 か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
注 2 ）全体の値は 1 歳 6 か月以上の幼児をもつ保護者の回答。�

17時半以前�

全　体（2297人）�
（1 歳 6 か月以上）�

0歳児（326人)�

1歳児（660人）�

2歳児（740人）�

3歳児（340人）�

4歳児（312人）�

5歳児（326人）�

6歳児（276人）�
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 1.4 1.1

0.4 0.7

1.6 0.0
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●○習い事をしているのは全体の57.5％

幼児期に、何らかの習い事や通信教育をす
る比率は、00年では49.4％であったが、05年
では57.5％となり、8.1ポイント増加した（表
01 －02 －01）。また、これを年齢別でみたとこ
ろ、いずれの年齢でも習い事をしている比率
は高くなっている。とくに、2歳児では26.8％
から37.3％と、10.5ポイント増えている。ま
た、3 歳児では過半数に達しており、習い事
の開始が低年齢化する傾向がみられる。さら
に、05年の06 歳児では85.5％と、8 割を超す
幼児が習い事をしている。

●○人気が高いのは「通信教育」「スポーツ」

習い事の種類をみると（図01 －02 －01）、05
年で比率が高かったのは「月01 回程度、定期
的に教材が送られてくる通信教育」（18.8％）、
「スイミングスクール」（17.5％）である。
00年との比較では「英会話などの語学の教

室」「教材を一括して購入する教材」の伸び
が大きい。「英会話などの語学の教室」は、
5.0％から14.2％と9.2ポイント増加しており、
「教材を一括して購入する教材」は、2.1％か
ら6.4％と4.3ポイントの増加である。そのほ
かの習い事は、いずれも00年と比較して、わ

習い事をしている幼児は全体で57.5％にのぼる。10年前と比較すると「英会
話などの語学の教室」の伸びが大きい。1～3歳児では、「月1回程度、定期
的に教材が送られてくる通信教育」「スイミングスクール」「児童館などの公
共施設を利用した自治体主催の教室・サークル活動」の人気が高く、4～6歳
児では、「月1回程度、定期的に教材が送られてくる通信教育」「スイミングス
クール」「スポーツクラブ・体操教室」「英会話などの語学の教室」などが高く
なっている。�

■表1－2－1　習い事をしているか（全体　子どもの年齢別　5年比較）�

        00年      05年 �

 全　体 49.4（1601人） 57.5（2297人）�

 1 歳児 23.3（  175人） 25.1（  303人）�

 2 歳児 26.8（  481人） 37.3（  740人）�

 3 歳児 42.0（  251人） 50.9（  340人）�

 4 歳児 47.2（  226人） 54.9（  312人）�

 5 歳児 68.6（  230人） 75.1（  326人）�

 6 歳児 75.7（  238人） 85.5（  276人）�

注1）（　）内はサンプル数。�
注2）習い事を「している」の％。�

（％）�
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ずかな変化にとどまる。下がり幅が最も大き
いのは「月01 回程度、定期的に教材が送られ
てくる通信教育」で、21.9％から18.8％と3.1
ポイントの減少である。年齢別にみても、い
ずれの年齢で減少している（図表省略）。
習い事の種類を年齢別にみたところ（図

01 －02 －02）、「英会話などの語学の教室」で
は、3 歳児で9.9％とほぼ01 割になり、5 ～06

歳児では02 割を超えている（05 歳児20.8％、
6 歳児23.2％）。「スイミングスクール」も
「英会話などの語学の教室」と似た傾向だが、
5 歳児で26.8％、6 歳児で29.0％となり、5 ～
06 歳児の伸びが大きい。「月01 回程度、定期
的に教材が送られてくる通信教育」は、0 歳
児で11.9％、6 歳児では26.4％となっている。
「児童館などの公共施設を利用した自治体主

■図1－2－1　習い事の種類（5年比較）��
（％）�

注1 ）複数回答、「その他」を含む15項目の中から選択。�
注2 ）すべての項目は略記している。詳細は「調査票見本」（p.119）を参照のこと。�

00年（1601人）�
05年（2297人）�

0 10 20 30

     　　　21.9�

    　16.0�

  　　9.6�

 　4.9�

 　　　6.5 �

 　 5.0 �

　　　　　4.0 �

　　　　　3.9�

　　　　　4.0 �

　　1.8�

　0.9 �

　　 2.1�

　0.9 �

0.2 �

　　　　　3.9 

    　　　　18.8       �

　　　　    　　17.5 �

  　　　　　11.6 �

 　　5.5 �

 　　 6.1 �

　　　　   　　　14.2 �

　　　　　　 5.5 �

　　　　　　　6.0 �

　　　　　　5.2 �

　　1.8 �

　0.8 �

 　　　6.4 �

　0.7 �

0.4 �

 　　　6.2 

通信教育（定期）�

スイミングスクール�

スポーツクラブ・体操教室�

音楽教室�

楽　器�

英会話などの語学の教室�

受験目的以外の塾�

バレエ・リトミック �

児童館などでの活動�

絵画教室�

受験塾 �

一括購入教材�

習　字�
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催の教室・サークル活動」は、3 歳児で
12.0％であるが、4 歳児になると1.3％に減少
しており、3 歳児以下の低年齢で活用されて
いるようである。6歳児で増える傾向にある
のは「受験目的ではない学習塾や計算・かき
とりの塾」「楽器（ピアノやバイオリンなど
の個人レッスン）」である。「受験目的ではな
い学習塾や計算・かきとりの塾」の場合、5
歳児では6.0％だが、6 歳児で15.6％となり、
9.6ポイントの増加となっている。

●○年齢別の習い事の種類の推移

表01 －02 －02は、各年齢別に習い事の種類
をたずねた結果を00年と比較したものであ
る。
1～03 歳児の年齢で比率が高いのは、「月01

回程度、定期的に教材が送られてくる通信教
育」「スイミングスクール」「児童館などの公
共施設を利用した自治体主催の教室・サーク
ル活動」である。「英会話などの語学の教室」

0

10

20

30

40

■図1－2－2　習い事の種類（子どもの年齢別　05年）�

（％）�

1.5
2.2

11.9

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児�
 （326人） （660人） （740人） （340人） （312人） （326人） （276人）�

スイミングスクール �

英会話などの語学の教室�

児童館などでの活動�

受験目的以外の塾�

通信教育（定期） �

楽器�

注1）複数回答、「その他」を含む15項目の中から選択。�
注2）　0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
注3）すべての項目は略記している。詳細は「調査票見本」（p.119）を参照のこと。�
注4 ）15項目中6項目を図示した。�
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■表1－2－2　習い事の種類（子どもの年齢別　5年比較）�

 00年      05年 �

1．通信教育（定期） 19.3 1．通信教育（定期） 9.6�

2．児童館などでの活動 2.3 2．スイミングスクール 5.6�

2．スイミングスクール 2.3 3．一括購入教材 5.2�

4．一括購入教材 1.7 4．児童館などでの活動 4.6�

1．通信教育（定期） 14.7 1．通信教育（定期） 14.9�

2．スイミングスクール 5.0 2．児童館などでの活動 8.0�

3．児童館などでの活動 4.8 3．スイミングスクール 7.7�

4．一括購入教材 2.5 4．英会話などの語学の教室 7.0�

1．通信教育（定期） 20.2 1．通信教育（定期） 17.4�

2．児童館などでの活動 9.6 2．スイミングスクール 13.4�

3．スイミングスクール 8.7 3．児童館などでの活動 12.0�

4．音楽教室 5.6 4．英会話などの語学の教室 9.9�

1．通信教育（定期） 18.3 1．通信教育（定期） 17.0�

2．スイミングスクール 12.8 2．スイミングスクール 16.6�

3．音楽教室 6.1 3．英会話などの語学の教室 15.4�

4．英会話などの語学の教室 6.0 4．一括購入教材 7.1�

1．通信教育（定期） 27.3 1．スイミングスクール 26.8�

2．スイミングスクール 26.5 2．通信教育（定期） 23.0�

3．スポーツクラブ・体操教室 21.1 3．スポーツクラブ・体操教室 21.0�

4．楽器 13.1 4．英会話などの語学の教室 20.8�

1．スイミングスクール 34.0 1．スイミングスクール 29.0�

2．通信教育（定期） 30.1 2．スポーツクラブ・体操教室 28.5�

3．スポーツクラブ・体操教室 20.1 3．通信教育（定期） 26.4�

4．楽器 18.9 4．英会話などの語学の教室 23.2�

�
注1）（　）内はサンプル数（00年・05年）。�
注2）複数回答、「その他」を含む15項目の中から選択。�
注3）すべての項目は略記している。詳細は「調査票見本」（p.119）を参照のこと。�
注4）子どもの年齢別にみたときの上位4項目について表示した。�

（％）�

1歳児�
（175人・303人）�

�
�
�
�

2歳児�
（481人・740人）�

�
�
�

3歳児�
（251人・340人）�

�
�
�
�

4歳児�
（226人・312人）�

�
�
�
�

5歳児�
（230人・326人）�

�
�
�
�

6歳児�
（238人・276人）�

�
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は、05年では2 歳児7.0％、3 歳児9.9％で、3
歳児の10人に01人の割合となっている。「教材
を一括して購入する教材」は、低年齢での伸
びが大きく、1歳児の場合は00年で1.7％、05
年で5.2％となり、3歳児では表に出ていない
が、00年で4.3％、05年で8.5％となっている。
4 ～06 歳児では、05年の傾向として「月01

回程度、定期的に教材が送られてくる通信教
育」と「スイミングスクール」「スポーツク
ラブ・体操教室」などのスポーツ系、「英会

話などの語学の教室」の比率が高い。6 歳児
になるとスポーツ系の習い事の比率が高くな
り、「スイミングスクール」29.0％、「スポー
ツクラブ・体操教室」28.5％となっている。
近年、地域で運営するサッカークラブや野球
クラブの活動が盛んになっており、そのよう
な活動も「スポーツクラブ・体操教室」に含
まれていると思われる。
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●○幼稚園児で高い習い事率

性別にみると（表01 －02 －03）、男子ではス
ポーツ系（「スイミングスクール」「スポーツ
クラブ・体操教室」）、「英会話などの語学の
教室」「月01回程度、定期的に教材が送られ
てくる通信教育」が高い。女子では、男子で
高いものに加えて「バレエ・リトミック」（8.7
％）も高い。「英会話などの語学の教室」は、
男子10.5％、女子14.0％で女子のほうが3.5ポ
イント高い。就園状況別にみると（表01 －

02 －04）、幼稚園児と保育園児で習い事をし
ている比率が大きく違う。習い事を「何もし
ていない」のは、03 ～05 歳クラス児だと幼稚
園児22.8％、保育園児44.3％であり、保育園
児のほうが21.5ポイント高い。00 ～02 歳クラ
ス児では、未就園児で「何もしていない」の
は56.7％で、同年齢の保育園児77.8％よりも
21.1ポイント低い。保育園児は、在園時間が
長いため、習い事をする時間も限られること
から、幼稚園児や未就園児よりも習い事の比
率が低いと思われる。

■表1－2－3　習い事の種類（子どもの性別　05年）�

　　　　　　　　　男子（1490人）   　　　　　　　　女子（1490人）  �

1．スイミングスクール 17.3 1．通信教育（定期） 18.7�

2．通信教育（定期） 17.0 2．英会話などの語学の教室 14.0�

3．スポーツクラブ・体操教室 12.4 3．スイミングスクール 13.1�

4．英会話などの語学の教室 10.5 4．バレエ・リトミック 8.7�

5．一括購入教材 5.5 5．楽器 7.7�

何もしていない 50.3 何もしていない 46.0

注 1）複数回答、「その他」を含む15項目の中から選択。�
注2）すべての項目は略記している。詳細は「調査票見本」（p.119）を参照のこと。�
注3）子どもの性別にみたときの上位5項目について表示した。�
注4）　0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�

（％）�

■表1－2－4　習い事の種類（ 0 ～ 2 歳クラス児・3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　05年）�

　　　　未就園児（0～2歳クラス児）（1078人）  保育園児（0～2歳クラス児）（205人）   　　

1．通信教育（定期） 15.8 1．通信教育（定期） 10.4�
2．児童館などでの活動 10.6 2．スイミングスクール 6.8 �
3．スイミングスクール 10.0 3．一括購入教材 5.1 �
4．英会話などの語学の教室 8.2 4．受験目的以外の塾 1.6 �
5．一括購入教材 6.9 5．英会話などの語学の教室・音楽教室 1.1 �

何もしていない 56.7 何もしていない 77.8 �

注1）複数回答、「その他」を含む15項目の中から選択。�
注2）すべての項目は略記している。詳細は「調査票見本」（p.119）を参照のこと。�
注3）就園状況別にみたときの上位５項目について表示した。�
�

（％）�

　　　　幼稚園児（3～5歳クラス児）（695人）   　　　保育園児（3～5歳クラス児）（163人） �

1．スイミングスクール 25.6 1．通信教育（定期） 23.3�
2．通信教育（定期） 22.4 2．スイミングスクール 22.8�
3．スポーツクラブ・体操教室 22.3 3．英会話などの語学の教室 13.5�
4．英会話などの語学の教室 21.3 4．楽器 9.5�
5．楽器 11.9 5．一括購入教材 7.4�

何もしていない 22.8 何もしていない 44.3
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●○一度落ち込んだ教育費はこの05年で
増加している

図01 －03 －01は子どもの01人あたりの教育
費を聞いた結果である。
大半の保護者が01 か月あたり子どもにかけ

ている教育費は「10,000円未満」（「1,000円未
満」から「5,000～10,000円未満」の合計）で
ある。「10,000円以上」（「10,000～15,000円未
満」から「30,000円以上」の合計）の比率を

みると、95年では31.1％だったが、00年では、
不景気の影響を受けたためか、24.7％に落ち
込んでいた。しかし05年は31.1％に回復して
おり、10年前の水準に戻っている。
01 か月あたりの平均教育費をみてみたい

（図01－03 －02）。95年8,556円→00年7,323円→
05年8,771円と、95年から00年で一度落ち込
んだ教育費は05年ではＶ字回復している。さ
らに95年よりわずかではあるが、増加傾向に
ある。

00年は、不景気の影響を受けたためか、教育費がかなり落ち込んでいたが、
05年は景気の回復とともに、10年前の水準に戻っている。�

 2.4　　　 　3.1

■図1－3－1 　1人あたりの1か月の教育費（10年比較）�

■図1－3－2 　1人あたりの1か月の平均教育費（10年比較）�

95年（1692人）　11.3 　　  36.0 　　　　 19.0  　13.9 　　7.0 4.3�

00年（1601人） 　18.6  　 35.2  　　　　　　 20.3 　　　　11.3 　5.6 �

05年（2297人）　 11.7  　　　33.0 　　　　　　　　22.9  　12.6  7.9           4.4

（％）�

�

1,000円未満　  1,000～5,000円未満�

注）1人あたりの1か月の平均教育費は「1,000円未満」を500円、「1,000～ 5,000円」を3,000円、「30,000円以
上」を32,500円のように置き換えて算出した。また、無答不明の人は分析から除外している。�

5,000～�
10,000円未満　�

20,000～25,000円未満�

無答不明�
30,000円以上�

25,000～�
30,000円未満�15,000～20,000円未満�

10,000～�
15,000円未満�

1.7 

2.6

1.2

2.3

3.9          2.3
1.4

4.2

95年（1646人）             8,556円�

00年（1578人）                            7,323円 �

05年（2261人）                8,771円�
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●○男子より女子にかける教育費が高い

子どもの性別でみると、保護者は男子より
女子のほうに多くの教育費をかけていて、そ
の差は01 か月あたり616円である（図01－03 －
03）。男子より女子のほうが習い事をしてい
る割合が高いこと（05年：男子49.4％＜女子
53.7％）に関係していると考えられる。

●○子どもに高学歴を期待する保護者の　
ほうが高い教育費をかけている

ここでは、子どもの進学に対する期待によ
って、教育費の支出額が変わってくるかをみ
てみたい（図01－03 －04）。
子どもに高学歴（「短大卒業まで」「大学卒

業まで」「大学院卒業まで」）を期待する保護
者が01 か月の間にかけている教育費は、95年
9,064円→00年7,826円→05年9,236円と変化し
ている。一方、子どもに高学歴を期待してい

ない（「中学校卒業まで」「高校卒業まで」
「専門学校卒業まで」）保護者がかけている教
育費は、95年5,592円→00年5,732円→05年
6,689円と変化している。
00年の教育費については、高学歴を期待す

る保護者の支出が低下しているのに対して、
高学歴を期待していない保護者の支出が低下
していないのは月5,000円台の教育費をこれ
以上削減しにくいためではないかと思われ
る。一方、高学歴を期待する保護者は95年で
は、教育費を9,000円台かけていたが、00年
では、不景気などを受けて、1,238円減とな
った。
05年は景気の回復とともに、高学歴を期待

する保護者も高学歴を期待していない保護者
も、教育費の支出が増加傾向にある。しかし、
子どもへの学歴期待の高さによる保護者の教
育費の支出額の差は歴然と存在している（支
出額の差：2,547円）。

■図1－3－3 　1人あたりの1か月の平均教育費（子どもの性別　05年）�

■図1－3－4 　1人あたりの1か月の平均教育費（子どもへの学歴期待別　10年比較）�

高学歴を期待する保護者�

高学歴を期待していない保護者�

注1 ）1人あたりの1か月の平均教育費は「1,000円未満」を500円、「1,000～ 5,000円」を3,000円、「30,000円
以上」を32,500円のように置き換えて算出した。また、無答不明の人は分析から除外している。 �

注2 ）「高学歴」は「短大卒業まで」「大学卒業まで」「大学院卒業まで」を表す。�

注1 ）0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
注2 ）1人あたりの1か月の平均教育費は「1,000円未満」を500円、「1,000～ 5,000円」を3,000円、「30,000円

以上」を32,500円のように置き換えて算出した。 また、無答不明の人は分析から除外している。�

男子（1463人）      　　　　7,739円�

女子（1454人）       　8,355円�

95年（1382人）                    9,064円�

00年（1195人）                 7,826円�

05年（1746人）                    9,236円�

95年（  233人）                     5,592円�

00年（  358人）      5,732円�

05年（  473人）                   6,689円�
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●○メディアの平均視聴時間

ここでは、幼児とテレビ・ビデオ・ＤＶＤ
とのかかわりについてみてみたい。
図01－04 －01は、テレビ・ビデオ・ＤＶＤを

視聴する時間の合計である。合計視聴時間は、
この10年間を比較すると減少している（テレ
ビ視聴12分、ビデオ視聴22分）。しかし、今
回から新たに質問項目を設けたＤＶＤ視聴に
27分を費やしており、総合するとわずかな減
少である。
テレビ・ビデオ・ＤＶＤを視聴する平均時

間を年齢別にみたものが図01－04 －02である。
4 歳児を除く各年齢で、00年よりも減少して
いる（01 歳児25分、2歳児17分、3歳児20分、
4歳児のみプラス12分、5歳児10分、6歳児15
分）。とくに01 歳児での減少が大きい。

●○いつからテレビを見始めるか

テレビへの関心の程度について、1 歳児と
02 歳児の結果を経年で示したのが図01－04 －03
である。年齢別にみると、95年、00年と異な
り、05年では、1 歳児のテレビに対する興味
関心が下がっている。「見たいテレビ番組が
だいたい決まっている」では、00年では51.0
％、05年では39.8％で、11.2ポイントの減少
である。一方で「テレビの画面にも関心をも
ちはじめている」のは、00年が16.7％、05年
で25.9％で、9.2ポイント増加した。1 ～02 歳
児では、01 日のテレビ視聴時間も過去調査と
比較して減少しており、00年に比べて、テレ
ビと距離を置いている様子がうかがえる。
図01 －04 －04は、05年のみの年齢別グラフ

である（05年のみの場合は、0 歳児も含まれ

テレビ・ビデオ・DVDの合計視聴時間は、この10年間を比較すると減少して
いる。とくに1歳児での減少が大きい。テレビ・ビデオ・DVDを誰と一緒に
見るかについては、「母親」と一緒に見る比率が増加し、「きょうだい」で一緒
に見る比率が減少している。テレビ・ビデオ・DVDの視聴の様子では、親子
で一緒に楽しんでいる姿がうかがえる。�

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5

■図1－4－1　メディアの平均視聴時間 （10年比較）�

注）「テレビ」「ビデオ」「ＤＶＤ」を使う頻度に関する設問で「ごくたまに」「ぜんぜんさわらない・使わない」
「使わせない・見せない」「家にない」と回答した場合は、「0時間」として平均視聴時間を算出した。また、
無答不明の人は分析から除外している。�
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ている）。0歳児の場合、74.1％が「テレビの
画面にも関心をもちはじめている」。また、1
歳児の30.8％が「見たいテレビ番組がだいた
い決まっている」と回答しており、すでに03
人に01人はテレビ番組に対する好き嫌いが現

れているようである。2 歳児になると、「見
たいテレビ番組がだいたい決まっている」の
は60.2％になり、お気に入りのテレビ番組を
選んで視聴するスタイルが、2 歳児の生活に
浸透している様子がうかがえる。

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

■図1－4－2　テレビ・ビデオ・ＤＶＤの平均視聴時間（全体　子どもの年齢別　10年比較）�

注1）テレビ視聴時間、ビデオ視聴時間の合計（05年はＤＶＤ視聴時間を含む）。�
注2）「テレビ」「ビデオ」「ＤＶＤ」を使う頻度に関する設問で「ごくたまに」「ぜんぜんさわらない・使わない」「使わせ

ない・見せない」「家にない」と回答した場合は、「０時間」として平均視聴時間を算出した。また、無答不明の人
は分析から除外している。�
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■図1－4－3　テレビへの関心度（子どもの年齢別　10年比較）�

■図1－4－4　テレビへの関心度（子どもの年齢別　05年）�
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注 ）テレビを「ほとんど毎日」「週に3～4日」「週に1～2日」「ごくたまに」見ている人のみ分析。�

注1）　0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
注2）テレビを「ほとんど毎日」「週に3～4日」「週に1～2日」「ごくたまに」見ている人のみ分析。�
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●○幼児とテレビ視聴

ここからは、幼児とテレビ視聴についてみ
てみよう。図01 －04 －05は、テレビの平均視
聴時間についてである。全体では、10年間で
12分の減少となっている（95年：02 時間53分、
00年：03 時間03分、05年：02 時間41分）。

年齢別でみると、低年齢児の平均視聴時間
の減少が目立つ。95年・00年は01 ～03 歳児の
ほうが、4 歳児以上よりも長い傾向にあった
が、05年の傾向としては、3 ～04 歳児が長く
なり、1～02 歳児はやや短くなっている。

■図1－4－5　テレビの平均視聴時間（全体　子どもの年齢別　10年比較）�

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

注）「テレビ」を使う頻度に関する設問で「ごくたまに」「ぜんぜんさわらない・使わない」「使わせない・見せない」
「家にない」と回答した場合は、「０時間」として平均視聴時間を算出した。また、無答不明の人は分析から除外
している。�
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●○ 01日のなかで、いつテレビを
見ているか

図01 －04 －06は、テレビ視聴の時間帯であ
る。朝と夕方～夜に02 つの山がある。朝は、
視聴のピークが「08 時～08 時半」にあり、10
年前とほぼ変わらない。夕方から夜にかけて

は、95年・00年・05年と徐々に視聴率のピー
クが下がっている。「17時半～18時」の時間
帯では、95年71.7％→00年54.7％→05年38.8
％と10年間で32.9ポイントの減少である。視
聴時間帯ごとの視聴率については、調査時の
子ども向け番組の編成（種類や量）の影響も
大きいと考えられる。
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■図1－4－6 　テレビ視聴時間帯（10年比較）�
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●○ 01日のテレビの視聴時間

図01－04 －07には、1歳児と06 歳児のテレビ
視聴を示したが、これ以外の年齢でも、00年
よりも05年のほうが、短時間の視聴が多くな
っている。全体的な傾向として、テレビの視
聴時間は「30分未満」から「06 時間以上」ま
で、幅広く分布しており、ばらつきがみられ
る。とくに低年齢（01 ～02 歳児）ほどばらつ
きに幅があり、年齢が上がるほど視聴時間が
短い時間に集中する。2 歳児までは、テレビ
を視聴する時間は各家庭によってかなり差が
あると思われる（02 歳児の図省略）。

●○視聴時間が短くなっている

1 歳児の場合は、95年・00年・05年と徐々

に短時間視聴が増加しており、05年では、
「03 時間以下」の視聴が全体の07 割強を占め
る。しかし01 日「06 時間以上」テレビ視聴を
している01 歳児が8.1％いることも見逃せな
い。ただし、この長時間視聴比率も10年前と
比べると、わずかずつだが減少している。
06 歳児の場合、「03 時間以下」の視聴が約

08 割弱を占め、「01 時間」「02 時間」「03 時間」
でそれぞれ23～25％を占めている。「06 時間
以上」の視聴は他の年齢に比べて若干少ない。

●○誰と一緒にテレビを見ているか

図01 －04 －08は、テレビを誰と一緒に見て
いるかを年齢別にみたものである。全体の傾
向として、95年・00年・05年で徐々に「母親」
と一緒に見る割合が増加しており、「きょう

■図1－4－7　テレビ視聴時間 （子どもの年齢別　10年比較）�
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注）テレビを「ほとんど毎日」「週に3～4日」「週に1～2日」「ごくたまに」見ている人のみ分析。�
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だい」で一緒に見る割合が減少している。過
去に比べて、一人っ子の割合が増加している
ことも関連していると思われる（一人っ子の
割合：95年19.0％、00年25.3％、05年37.0％）。
「お子様１人で」見る割合は、1 歳児で減っ
ているが、他の年齢では大きな差はみられな
い。
年齢別に詳しくみると、それぞれ01 ～02 歳

児と、3～04歳児、5～06歳児で似た傾向がみ
られる。
01 ～02 歳児では、「母親」と一緒に見る割

合が増加し、「きょうだい」と一緒に見る割
合が減少した。05年では「母親」と一緒に見
るのは01 歳児（80.5％）のほうが02 歳児（73.9
％）よりも6.6ポイント多い。
03 ～04 歳児でも、1 ～02 歳児と傾向は同様

である。3 歳児では95年に「きょうだい」と

一緒に見る割合は52.6％、00年43.3％、05年
24.2％となり、10年間で28.4ポイント減少し
た。逆に、「母親」と一緒に見る割合は10年
間で30.7ポイント増加している（95年32.4％、
00年44.8％、05年63.1％）。「お子様01人で」
見る割合は、10年前と比べて4.1ポイントの
減少である。
05 ～06 歳児の場合も、傾向は01 ～04 歳児と

同様であるが、「お子様01人で」見る割合は、
10年前からあまり変化していない。
「母親」「きょうだい」以外でおもに一緒に
テレビを見る人は、ほとんどいない。1 歳児
で、わずかに「父親」がみられる（05年１歳
児2.6％、2 歳児2.6％、3 歳児2.8％、4 歳児
2.7％、5歳児1.0％、6歳児1.1％）程度である
（図省略）。
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■図1－4－8　テレビを誰と見るか（子どもの年齢別　10年比較）�
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注 1）「家にない（使わない・使わせないを含む）」および無答不明を除いて算出した。�
注2）「母親」「父親」「祖母」「祖父」「きょうだい」「友だち」「お子様1人で」「その他」「家にない（使わない・使わせ

ないを含む）」から1つ選択で、「母親」「きょうだい」「お子様1人で」を選択した％。�
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■図1－4－8　テレビを誰と見るか（子どもの年齢別　10年比較）〔続き〕 
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注2）「母親」「父親」「祖母」「祖父」「きょうだい」「友だち」「お子様1人で」「その他」「家にない（使わない・使わせ

ないを含む）」から1つ選択で、「母親」「きょうだい」「お子様1人で」を選択した％。�



●第3回幼児の生活アンケート・国内調査�

― 45 ―

●○テレビ・ビデオ・ＤＶＤ視聴の様子

テレビ・ビデオ・ＤＶＤを見ているときの
コミュニケーションの様子についてたずねた
のが図01－04 －09である。
全体では、「見ているとき、家族と一緒に

歌ったり踊ったりすること」78.5％（「よく
ある」＋「ときどきある」割合、以下同様）、
「見終わった後、家族と内容について、話を

すること」65.0％など、多くの家庭で親子が
一緒に楽しんでいる様子がうかがえる。
年齢別にみると、テレビ・ビデオ・ＤＶＤ

を「見ているとき、家族の方と目をあわせる
こと」については、2歳児が最も多く88.8％、
6 歳児では69.2％である。アイコンタクトは、
低年齢児にとって家族との主要なコミュニケ
ーション手段の01 つであり、多くの子どもが
家族とアイコンタクトを取りながらテレビ・

■図1－4－9 　テレビ・ビデオ・ＤＶＤ視聴の様子（全体　子どもの年齢別　05年）�

よくある                                                ときどきある                            　 　　　無答不明�
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4 歳児（312人）�

5 歳児（325人） �

6 歳児（276人）�
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注1）　0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
注2）「テレビ」「ビデオ」「ＤＶＤ」をいずれか1つでも「ほとんど毎日」「週に3～4日」「週に1～2日」「ごくた

まに」見ている人のみ分析。�
注3）年齢によって回答しづらい内容であるため、「無答不明」が多い年齢がある。�

（％）�

（％）�

よくある      　　　　 ときどきある   　             　     無答不明�

●見ているとき、家族と一緒に歌ったり踊ったりすること�

�

                52.6               25.6              4.9     15.0 �

     59.7                 29.1                5.0   4.8 �

              49.1          36.8                        9.6    1.8 �

       39.1              38.5                            15.0       3.53.8 �

 28.8                   43.2             22.1             4.1 �

28.2              41.0       21.4           5.4 4.0

あまりない�
ぜんぜんない�

ぜんぜんない�

1.9

1.5

2.6

1.8

あまりない�

2.2

2.6 

    �

 　　　　62.9      　　　　16.2                     14.9    �

   　70.2     　　　  21.2           3.4  4.4     �

 　　　59.2       　30.0     　　　6.3          1.8     �

 　46.2       　 35.9     　 12.1              3.5     �

　　　34.0     　　  41.3  　　　    16.3    　4.3 4.1     �

　　　30.8      　　41.3     　　　 18.1　     5.8 4.0 

0.8 

2.8 

3.2 

全　体（2925人）�

全　体（2925人）� 42.0    　35.0  　　　　 12.5  　　 7.6
3.0

48.4       30.1              9.9   4.2 7.5

幼
児
の
生
活

第
１
章



●第3回幼児の生活アンケート・国内調査�

― 46 ―

ビデオ・ＤＶＤ視聴をしているようである。
「見ているとき、家族と一緒に歌ったり踊
ったりすること」については、2 歳児が最も
多く91.4％、6歳児では72.1％である。
テレビ・ビデオ・ＤＶＤを「見ているとき、
内容について、子ども自身がお話をすること」
では、3 ～06 歳児でいずれも09 割を超えてい
る。一方で、3歳児以上では「見ているとき、
内容について、子ども自身がお話をすること」

が「ない」（「あまりない」＋「ぜんぜんない」）
子どもが04 ～05 ％はいるようである。
また、「見終わった後、家族と内容につい

て、話をすること」についても、3～06 歳児で
08 割を超えており、テレビ・ビデオ・ＤＶＤ
を見終わったあとも、親子コミュニケーショ
ンの話題としてテレビ・ビデオ・ＤＶＤの内
容を活用しているようである。

■図1－4－9 　テレビ・ビデオ・ＤＶＤ視聴の様子（全体　子どもの年齢別　05年）〔続き〕�
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注2）「テレビ」「ビデオ」「ＤＶＤ」をいずれか1つでも「ほとんど毎日」「週に3～4日」「週に1～2日」「ごくた

まに」見ている人のみ分析。�
注3）年齢によって回答しづらい内容であるため、「無答不明」が多い年齢がある。�
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●○ビデオ・ＤＶＤの平均視聴時間

次にビデオ視聴についてみてみよう。05年
では、新たにＤＶＤの視聴時間を加えて調査
を行っている。
ビデオとＤＶＤの平均視聴時間をみたのが

図01－04 －10である。ビデオ視聴時間を過去
数値と比較すると、10年間で22分の減少であ
る。しかし、05年にＤＶＤ視聴を加えると、5

分の増加となる。
年齢別に05年の数値をみると、ビデオ視聴

が最も長いのは03 歳児（53分）、最も短いの
は01歳児（30分）で、ＤＶＤ視聴の場合、最も
長いのは02歳児（39分）、短いのは06 歳児（14
分）である。

■図1－4－10　ビデオ・ＤＶＤの平均視聴時間 （全体　子どもの年齢別　10年比較）�

（時間）�

95年ビデオ（1605人）  �
00年ビデオ（1520人）  �
05年ビデオ（2060人）       �
05年ＤＶＤ  （2060人）�

注）「ビデオ」「ＤＶＤ」を使う頻度に関する設問で「ごくたまに」「ぜんぜんさわらない・使わない」「使わ
せない・見せない」「家にない」と回答した場合は、「0時間」として平均視聴時間を算出した。また、
無答不明の人は分析から除外している。�
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●○ビデオ・ＤＶＤの視聴時間帯

1 日のなかで、いつビデオ・ＤＶＤを見て
いるかを調べたものが図01 －04 －11である。
テレビと同様に、午前と夕方～夜に02 つの山
がある。
過去数値と比較すると、午前のピーク時間

帯は10年間変わらないが（「10時～10時半」）、
05年の視聴率は、00年より低くなっている
（2.0ポイント減少）。 夕方～夜にかけては、
00年に比べて夕方の早い時間帯の山（「15時
～17時半」）がなくなっているが、ピークの
時間帯（「17時半～18時」）に変化はなく、視
聴率もほぼ変わりはない（95年10.6％、00年
13.4％、05年13.5％）。

●○誰と一緒にビデオを見るか

図01－04 －12は、ビデオを誰と一緒に見て
いるかを年齢別にみたものである。全体とし
てはテレビと同じ傾向で、10年前と比べると
「母親」と一緒に見る割合が増加し、「きょう
だい」で一緒に見る割合が減少している。ビ
デオは、「お子様01人で」見る割合も下がっ
ている。テレビと同様に、それぞれ01 ～02 歳
児、3 ～04 歳児、5 ～06 歳児で似た傾向であ
る。
02 歳児では、「母親」と一緒に見る割合が大
幅に増加し（95年28.5％、00年39.8％、05年
65.6％で37.1ポイントの増加）、「きょうだい」
と一緒に見る割合は減少した（95年37.0％、
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00年30.4％、05年14.7％で22.3ポイントの減
少）。「お子様01人で」見る割合も減少してい
る（95年30.8％、00年27.0％、05年13.7％で
17.1ポイント減少）。
04 歳児も、2歳児と傾向は同じである。「お
子様01人で」見る割合が下がり（95年29.5％、
00年28.7％、05年13.8％で15.7ポイントの減
少）、「母親」と一緒に見る割合が増加した
（95年17.8％、00年14.6％、05年39.9％）。1～
02 歳児と比べて、3～0４歳児は「母親」と一
緒に見る割合が低い傾向である。
05 ～06 歳児の場合も10年間の傾向は01～04
歳児までと同じである。「きょうだい」と一
緒に見る割合が減少し、「母親」と一緒の割
合は増加した。「お子様01人で」見る割合は
減少している。1～04 歳児と比べて、5 ～06

歳児は「きょうだい」と一緒に見る割合が高
い傾向である。
「母親」「きょうだい」以外で、おもに一緒
にビデオを見る人は、ほとんどみられなかっ
た。子どもの遊びについても「母親」と一緒
の割合が増加していることから（01 章06 節に
て分析）、映像メディア視聴に限らず、子ど
もの活動全般において、母親のかかわりが多
くなっている傾向がうかがわれる。

●○テレビとビデオの違い

3 歳児をとりあげ、テレビとビデオで一緒
に見る人の違いをみた（図01－04 －13）。10年
間の比較では、テレビ・ビデオともに「母親」
が増加し、「きょうだい」「お子様01人で」が

■図1－4－12　ビデオを誰と見るか（子どもの年齢別　10年比較）�

● 1～2歳児� （％）�

注1）「家にない（使わない・使わせないを含む）」および無答不明を除いて算出した。�
注2）「母親」「父親」「祖母」「祖父」「きょうだい」「友だち」「お子様1人で」「その他」「家にない（使わない・使わせ

ないを含む）」から1つ選択で、「母親」「きょうだい」「お子様1人で」を選択した％。�
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■図1－4－12　ビデオを誰と見るか（子どもの年齢別　10年比較）〔続き〕�
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減少している。05年の数値を比較すると、
「きょうだい」と一緒に見る割合はほぼ同じ
（テレビ24.2％、ビデオ25.3％）である。「母
親」と一緒に見る割合はテレビのほうが多く
（テレビ63.1％、ビデオ49.8％）、逆に「お子
様01 人で」見る割合はビデオのほうが多い
（テレビ9.0％、ビデオ19.4％）。どちらも「母
親」「きょうだい」「お子様01人で」見る順位
は同じであるが、テレビのほうがより「母親」
と一緒に見る傾向が強く、ビデオのほうが
「お子様01人で」見ることが多いことがわか
る。

●○テレビ・ビデオ・ＤＶＤ全体での
視聴時間帯

幼児はどのような時間帯に映像メディアを
見ているのだろうか。テレビ・ビデオ・ＤＶＤ

を合わせて、幼児の年齢と就園状況により04
つに分けて示したのが図01－04 －14～15であ
る。
どのグループも、テレビの視聴の場合は、

午前と夕方～夜の02 つの山に分かれている。
午前の山は「07 時半～09 時」の間、夜の山は
未就園児を除いて「19時～19時半」に集中し
ている。一方、ビデオ・ＤＶＤの場合は、そ
れぞれの生活スタイルに合わせ、山の形が異
なっているのがよくわかる。
未就園児（00 ～02 歳クラス児）の場合、午

前のテレビ視聴の山は「08 時半～09 時」で、
他のグループに比べてやや時間帯が遅く、視
聴の山が他と比べて高い（65.8％）。午前の
テレビ視聴の山が下がり始める頃（「10時～
10時半」）に、ビデオ・ＤＶＤの山が18.0％ま
で上がる。テレビの子ども向け番組が終了し
た後、引き続きビデオ・ＤＶＤを見ている子

■図1－4－13　テレビ・ビデオを誰と見るか（3歳児　10年比較） 
（％）�
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注1）「家にない（使わない・使わせないを含む）」および無答不明を除いて算出した。�
注2）「母親」「父親」「祖母」「祖父」「きょうだい」「友だち」「お子様1人で」「その他」「家にない（使わない・使わせ

ないを含む）」から1つ選択で、「母親」「きょうだい」「お子様1人で」を選択した％。�
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どもの姿がうかがわれる。昼間から午後の時
間帯（「12時～16時」くらいまで）は、視聴
率は低いが（10％以下）、テレビとビデオ・
ＤＶＤの山が交互に重なっている。夕方のテ
レビ視聴は他のグループより早く、16時から
始まり、ピークは「16時半～17時」になる
（60.6％）。「19時～19時半」にもう一度小さ
な山ができる（29.1％）。テレビ視聴率が
10％を下回るのは、21時以降になってからで
ある。

保育園児（00 ～02 歳クラス児、3 ～05 歳ク
ラス児）の場合は、午前の山は登園前の時間
（「07 時半～08 時」）に集中している。夕方は、
16時半頃から徐々に増加する。保育園降園後
に家庭でテレビ視聴をする様子がうかがわれ
る。夜のテレビ視聴ピークでの比率は、年齢
により異なる。「19時～19時半」で、0 ～02
歳クラス児は41.0％、3 ～05 歳クラス児は
71.5％となる。夜のテレビ視聴率が最も高い
のは、保育園の03～05歳クラス児であり、「21
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時半～22時」の時間帯で14.4％がテレビを視
聴しており、夜遅くまで見ているのも特徴で
ある。保育園児はビデオ・ＤＶＤ視聴も多い。
「17時～21時」頃にかけて10～20％が視聴し
ている。
幼稚園児（03 ～05 歳クラス児）の場合は、

午前の山は保育園児と変わらない。夕方の視
聴は15時頃から始まり最も早い。降園後の
「15時～18時」頃までは10～20％程度がビデ
オ・ＤＶＤを見ており、16時以降にはテレビ

も加わる。夜のテレビ視聴のピーク時間帯は
「19時～19時半」で（65.1％）、テレビ視聴の
終了時刻は他と比べて最も早く、「21時～21
時半」には3.9％になっている。同時間帯の
他グループでは、未就園児7.1％、保育園児
（00 ～02 歳クラス児）9.5％、保育園児（03 ～
05 歳クラス児）19.6％の子どもがテレビを視
聴しており、幼稚園児の視聴終了時刻が最も
早くなっている。

0

20

40

60

80

0

20

40

60

80

23
時
以
降�

22
時
半
〜
23
時     �

22
時
〜
22
時
半     �

21
時
半
〜
22
時�

21
時
〜
21
時
半�

20
時
半
〜
21
時 �

20
時
〜
20
時
半�

19
時
半
〜
20
時�

19
時
〜
19
時
半�

18
時
半
〜
19
時�

18
時
〜
18
時
半�

17
時
半
〜
18
時�

17
時
〜
17
時
半�

16
時
半
〜
17
時�

16
時
〜
16
時
半�

15
時
半
〜
16
時�

15
時
〜
15
時
半�

14
時
半
〜
15
時�

14
時
〜
14
時
半�

13
時
半
〜
14
時�

13
時
〜
13
時
半�

12
時
半
〜
13
時�

12
時
〜
12
時
半�

11
時
半
〜
12
時�

11
時
〜
11
時
半�

10
時
半
〜
11
時�

10
時
〜
10
時
半�

9
時
半
〜
10
時�

9
時
〜
9
時
半�

8
時
半
〜
9
時�

8
時
〜
8
時
半�

7
時
半
〜
8
時�

7
時
〜
7
時
半�

6
時
半
〜
7
時�

6
時
〜
6
時
半�

6
時
以
前    

■図1－4－15　テレビ・ビデオ・ＤＶＤの視聴時間帯（ 3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　05年）�
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しか使わなくなっている傾向にあるようだ。
「テレビゲーム」もおよそ06 割の家にはある
ものの、「使わせない」の比率が増えており、
親が意図的に使用させないようにしているよ
うである。「ＣＤ」は、家庭への普及も進ん
でいるうえに、「使わせない」比率が00年
14.4％から05年2.7％へと低下している。近年

ＣＤプレイヤーの低価格化やＣＤ教材の普及
が幼児にとってより手軽で身近なものになっ
ている現れだといえる。さらに「パソコン」
をみてみよう。「家にない」の比率をみれば、
この10年間に幼児のいる家庭にもパソコンが
急速に普及してきていることがわかる。その
結果、「週に01～02 日」「ごくたまに」も含め

■図1－5－2　雑誌（お子様向け）の使用頻度（10年比較）�

  ほとんど毎日          週に3～4日    週に1～2日       ごくたまに               家にない 無答不明�
（％）�
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      26.2         17.0         15.4                   25.1                   10.9        3.0�

   21.7              12.8            16.1            29.1                16.5          1.1�

17.3        11.1     12.4       38.0                14.9           3.1
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2.2     0.2

2.4     0.2 

2.6     0.6 

■図1－5－4　ＣＤの使用頻度（10年比較）�
週に3～4日�
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（％）�
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00年（1601人）�

05年（2297人）�
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■図1－5－5　パソコンの使用頻度（10年比較）�

■図1－5－3　テレビゲームの使用頻度（10年比較）�

  ほとんど毎日  無答不明�
（％）�
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れば95年7.2％、00年25.4％、05 年36.9％と幼
児がパソコンに触れる機会は着実に増えてき
ている。幼児向けの学習ソフトなどの普及が
めざましい今、幼児の「パソコン」接触の動
きには今後注目していきたい。
それぞれのものについて、年齢別の使用頻

度をみてみよう（図01－05 －06）。「絵本」「ＣＤ」
「学習機器・知育玩具（英会話・文字等の知
能開発専用機器など）」「雑誌（お子様向け）」

「図鑑（お子様向け）」は01 ～02 歳児で使う頻
度が一番高く、その後低下する。3 ～04 歳児
では幼稚園に就園し、家ですごす時間が少な
くなるためか、それぞれ使う頻度が少なくな
る。一方、「パソコン」「ワーク（お子様向け
の『ワーク』や『学習用ドリル』など）」「テ
レビゲーム」は低年齢では使用するのが難し
いため、年齢が上になるにつれて使う頻度が
増加している。

0 20 40 60 80 100

■図1－5－ 6　家にあるものの使用頻度 （子どもの年齢別　05年）�
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0 歳児（  326人）�
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注1）「ほとんど毎日」＋「週に3～4日」の％。�
注2）0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
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●○遊びの時間と相手

最初に幼児の「遊び時間」をみてみよう
（図01 －06 －01）。「平日、友だちとは01 日あた
り何時間くらい遊んでいますか」とたずねた
ところ、「02 時間」と答える割合が25.2％で一

番多く、次いで「01時間」が19.8％、「00 時間」
が19.3％とつづく。就園状況別に遊び時間を
みてみると（図01 －06 －02）、幼稚園児と未就
園児は同じような傾向だが、保育園児は「00
時間」の回答が39.9％と一番高い。
次に、平日降園してからよく一緒に遊んで

幼児の遊び相手をみると、「母親」とよく遊ぶ傾向がみられ、母子の密着度が
高まっているといえる。平日の遊びについてみると、友だちの数や遊び時間な
ど、就園状況でかなりの差があることがわかる。�

■図1－ 6 － 1　遊び時間 （05年）�

0時間 　　　   1時間 　　　2時間             3時間�
（％）�

無答不明�

■図1－ 6 － 2　遊び時間 （ 3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　05年）�
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幼稚園児（695人）�

保育園児（163人）�
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注）0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
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1時間未満� 4時間以上�

0時間 　　　1時間 　　　　　2時間 　　　　　3時間�
1時間未満� 4時間以上�

10.0           23.5                    36.9    16.0        4.3 5.8�

  39.9    7.4      10.5      7.5   4.4           20.5       9.8�

 13.0              25.1                  31.9               13.6         10.6     4.7

 3.6

1.2

3.4

（サンプル数 2980人）�
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いる友だちの人数をたずねたところ（図01 －
06 －03）、05年では「02 ～03 人」が最も多く、
次いで「04 ～05人」17.8％がつづく。「00人」
の回答も16.8％となっている。これを経年で
比較してみると、一緒に遊ぶ友だちが「00人」
の比率は10年間で若干増えている。また、
「特に決まっていない」比率は00年にはいっ
たん増加したものの、05年には再び減少に転
じた。さらに、就園状況別にみてみると（図
01 －06 －04）、未就園児は「特に決まっていな

い」の比率が、保育園児は「00人」の比率が
比較的多い。1節の図01 －01 －10（p.26）でみ
たように、平均で17時32分と夕方遅くまで長
時間を保育園ですごしている園児が多いた
め、それ以外で遊ぶ時間や友だちはほとんど
ないようだ。
さらに、平日、幼稚園・保育園以外で遊ぶ

ときに誰と一緒の場合が多いかをたずねたと
ころ（図01 －06 －05）、「母親」の比率が95年
55.1％、00年68.6％、05年80.9％と大幅に上

■図1－ 6 － 3　平日遊ぶ友だちの人数（10年比較）�

0人 1人 2～ 3人 4～ 5人 6人以上�
（％）�

無答不明�

無答不明�

95年（1692人）�

00年（1601人）�

05年（2297人）�

12.5        8.4             40.0                    19.3    5.8     12.3          1.8�

 13.8        6.3          33.7         17.4         6.1         21.5               1.1�

   16.8     7.1                  38.0    17.8    5.7      13.4          1.2

■図1－ 6 － 4　平日遊ぶ友だちの人数（ 3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　05年）�

0人 1人 2～ 3人 4～ 5人 6人以上�
（％）�

幼稚園児（695人）�

保育園児（163人）�

未就園児（  87人）�

特に決まっていない�

特に決まっていない�

 9.1     5.3              47.5         22.3            4.5    10.1        1.1�

                 36.1                9.6   22.4        11.1   6.2       13.4          1.1�

10.6     7.0         38.1              18.1           7.9           18.2            0.0
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昇している。一方で、「きょうだい」や「友
だち」と遊ぶ比率、「お子様01人」で遊ぶ比
率は下がっている。これは、少子化のなかで
きょうだいをもたない子どもが増加したため
とも考えられる。そこで、きょうだいの数別

におもに「母親」と一緒に遊ぶ割合をみたの
が図01－06 －06である。きょうだいの数にかか
わらず、「母親」と遊ぶ比率は増加している。
以前より母子の密着度が高くなる傾向にある
ことがわかる。

■図1－ 6 －5　一緒に遊ぶ相手（10年比較）�

■図1－ 6 －6　母親と一緒に遊ぶ幼児（きょうだい数別　10年比較）�

　●平日、（幼稚園・保育園以外で）遊ぶ時は誰と一緒の場合が多いか�

（％）�

（％）�

注1）「母親」「父親」「祖母」「祖父」「きょうだい」「友だち」「親戚」「お子様 1人」「その他」から1つ選択で「母親」
を選択した％。�

注2）「1人」はきょうだいの数をたずねた項目で「1人」と回答した人、「3人以上」は「3人」から「5人」と回答
した人を示す。�

注）複数回答、「その他」を含む9項目の中から選択。�

95年（1692人） �
00年（1601人） �
05年（2297人）�

母　親�

きょうだい�

友だち�

祖　母�

父　親�

お子様 1人�

祖　父�

親　戚�

その他�

  95年（  350人）�
 1 人  00年（  449人）�
   05年（  989人）�
 �

 95年（  963人）�
2 人   00年（  861人）�
   05年（1095人）�
 �

 95年（  335人）�
  00年（  266人）�
   05年（  204人）�

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

         68.6 �

                61.2  �

                   51.9  �

  14.4�

                 14.5  �

         19.3 �

        7.3  �

   3.2 �

1.5 

         55.1 �

               60.3�

          56.1   �

            9.1 �

            9.4 �

   15.8   �

    3.7  �

 1.9 �

0.9  

           80.9  �

       　　   49.9  �

        47.0  �

     17.3  �

     15.2  �

 　　14.3  �

          8.9 �

     4.6 �

　1.5 

          85.8�

          64.0�

57.2

                80.9�

    48.8�

45.5

                91.2�

      75.6�

70.9

 3 人�
以上�
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●○遊びの場所と種類

では、遊ぶ場所には変化があるのだろうか
（図01 －06 －07）。「自宅」で遊ぶことが一番多
いものの、95年の76.6％から05年の55.1％に
減少している。「自宅の庭」も今回減少した
項目であるが、そのほかの「友だちの家」や
「近所の空き地や公園」などは増加している。
また、よくする遊びについて複数選択で回

答してもらったところ、「テレビゲーム」以

外は、すべて増えている（図01 －06 －08）。と
くに「絵やマンガを描く」「マンガや本（絵
本）を読む」「ボールを使った遊び（サッカ
ーや野球など）」は目立って増加している。
この結果からみる限り、近年、幼児の遊びの
種類が豊富になってきたようだ。ここ数年、
子どもが犯罪に巻き込まれるという報道が目
立つようになったため、母親がいつも子ども
と一緒にいて子どもの遊びを注意してみるよ
うになった結果かもしれない。

■図1－6 － 7　遊ぶ場所（10年比較）�

95年（1692人） �
00年（1601人） �
05年（2297人）�
�

（％）�

自　宅�

近所の空き地や公園 �

友だちの家�

学校、幼稚園・保育園の運動場�

近所の路地や道路�

自宅の庭�

団地内の遊び場�

その他�

76.674.255.1

注）「その他」を含む8項目の中から遊ぶことの多い場所を2つ選択。�

0 20 40 60 80 100

37.1

35.3

7.1

11.9

9.1

38.3

27.3

10.4

7.8（　）�
7.7（　）�

2.7（　）�
3.8（　）�

10.4

40.8

37.2

12.5

9.7

8.9

6.8

6.1（　）�
6.3（　）�
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■図1－6 － 8　遊びの種類（10年比較）�

95年（1692人） �
00年（1601人） �
05年（2297人）�
�

（％）�

公園の遊具（すべりだい、ブランコ�
など）を使った遊び�

つみ木、ブロック�

砂場などでのどろんこ遊び�

絵やマンガを描く�

お人形遊び、ままごとなどのごっこ遊び�

自転車、一輪車、三輪車などを使った�
遊び�

ボールを使った遊び（サッカーや野球�
など）�

ミニカー、プラモデルなど、おもちゃ�
を使った遊び�

マンガや本（絵本）を読む�

石ころや木の枝など自然のものを使った�
遊び�

ジグソーパズル �

カードゲームやトランプなどを使った�
遊び�

おにごっこ、缶けりなどの外遊び�

なわとび、ゴムとび �

テレビゲーム�

その他�

66.0
 68.4

76.1

注）複数回答、「その他」を含む16項目の中から選択。�

0 20 40 60 80 100

�

55.0

49.5

45.0

51.2

46.3

35.0

39.5

30.4

26.2

21.9

19.4

14.1（　）�

24.2

7.2

55.5

52.0

43.6

53.5

51.5

33.2

43.8

28.1

33.8

17.9

17.8

13.9（　）�
13.6（　）�

12.6

20.2

9.2

63.1

57.6

57.5

56.9

53.9

46.8

45.5

44.9

37.6

28.8

26.2

20.9

19.3

15.1

13.2
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つづいて、遊びの種類を子どもの性別、年
齢別にみたのが表01 －06 －01である。
0歳児から02 歳児の低年齢については変化

が大きいことも考えて半年ごとに年齢を区切
ってみてみる。
0 歳児も含めた幼児の全体をみると、「公

園の遊具（すべりだい、ブランコなど）を使
った遊び」が一番多く、「つみ木、ブロック」
「砂場などでのどろんこ遊び」「お人形遊び、
ままごとなどのごっこ遊び」なども半数以上
の幼児が遊んでおり、比較的広範囲に支持さ
れている遊びだ。
子どもの性別で05 ポイント以上の差がある

ものをみると、「つみ木、ブロック」「ミニカ
ー、プラモデルなど、おもちゃを使った遊び」
「ボールを使った遊び（サッカーや野球など）」
「石ころや木の枝など自然のものを使った遊
び」「テレビゲーム」は、女子よりも男子が
遊ぶ比率が高い。また、「お人形遊び、まま
ごとなどのごっこ遊び」「絵やマンガを描く」
「マンガや本（絵本）を読む」「なわとび、ゴ
ムとび」は、男子よりも女子が遊ぶ比率が高
い。
薄い網掛けと濃い網掛けの位置から、それ

ぞれの遊びがどの年齢で盛んになるかがわか
る。「公園の遊具（すべりだい、ブランコな

ど）を使った遊び」は01 歳児から06 歳児の幼
児が一番よくする遊びで、「つみ木、ブロッ
ク」や「ミニカー、プラモデルなど、おもち
ゃを使った遊び」は、室内にいることが多い
00 歳児から始められるが、2 歳児くらいを頂
点に次第に遊ぶことが少なくなり、外遊びに
移っていくようすだ。「砂場などでのどろん
こ遊び」「お人形遊び、ままごとなどのごっ
こ遊び」は、1 歳半から05 歳児くらいで盛ん
になり、6 歳児では50％をきる。「絵やマン
ガを描く」「自転車、一輪車、三輪車などを
使った遊び」は、2 歳児くらいから始める子
どもが多く、その後03 歳児くらいから広く普
及していく。
「ボールを使った遊び（サッカーや野球な
ど）」「マンガや本（絵本）を読む」「石ころ
や木の枝など自然のものを使った遊び」は、
それぞれ01 歳半くらいから遊び始めるが、皆
がよくする遊びというわけではないようだ。
「ジグソーパズル」「カードゲームやトランプ
などを使った遊び」「おにごっこ、缶けりな
どの外遊び」「なわとび、ゴムとび」「テレビ
ゲーム」などは、5 ～06 歳児で遊ぶ子どもが
みられるようになるが、半数を超えることは
なく、遊んだとしても「よくする遊び」とい
うわけではないようだ。
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■表1－ 6 －1　遊びの種類（全体　子どもの性別　年齢別　05年）�

     0歳 6 1歳 0 1歳 6 2歳 0 2歳 6 �
     か月～ か月～ か月～ か月～ か月～�
 全体 男子  女子 0歳11 1歳 5 1歳 11 2歳 5 2歳 11 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児�

     か月 か月 か月 か月 か月�
 （2980人） （1490人）  （1490人） （362人） （383人） （254人） （414人） （294人） （340人） （312人） （326人） （276人）�

公園の遊具（すべりだい、 68.4 68.1  68.8 4.9 48.2 71.6 83.6 83.4 83.7 79.3 71.5 65.4�
ブランコなど）を使った遊び�
�
つみ木、ブロック 61.3 67.3 ＞ 54.9 37.0 65.0 75.2 82.1 75.5 71.3 67.2 52.0 39.4 �
�
砂場などでのどろんこ遊び 51.1 51.5  50.7 2.5 29.4 55.1 62.9 67.0 63.4 63.0 51.7 46.8 �
�
お人形遊び、ままごとなど 50.9 26.9 ＜ 76.2 8.9 27.7 49.9 65.9 62.5 68.0 63.0 51.4 42.5 �
のごっこ遊び�
�
絵やマンガを描く 49.5 37.7 ＜ 61.9 0.3 11.0 32.9 47.1 44.9 53.7 66.5 67.3 67.1�
�
自転車、一輪車、三輪車な 46.6 48.2  44.9 1.2 10.8 22.8 36.6 40.3 62.1 60.2 56.7 68.4 �
どを使った遊び�
�
ミニカー、プラモデルなど、 44.9 71.5 ＞ 16.9 30.7 52.4 55.2 62.5 58.5 50.8 46.1 37.0 27.9 �
おもちゃを使った遊び�
�
ボールを使った遊び（サッカー 42.6 55.1 ＞ 29.5 7.4 31.8 48.9 52.9 52.0 46.3 42.9 43.6 47.7 �
や野球など）�
�
マンガや本（絵本）を読む 42.4 40.0 ＜ 45.0 20.8 37.1 43.5 41.6 47.6 49.5 44.6 40.1 47.1�
�
石ころや木の枝など自然の 34.2 38.2 ＞ 30.0 3.4 28.2 32.7 41.9 42.9 43.3 43.4 34.1 28.1 �
ものを使った遊び�
�
ジグソーパズル 24.7 22.4  27.1 0.9 3.3 6.2 23.2 31.2 40.0 36.4 29.4 25.1 �
�
カードゲームやトランプなど 22.3 24.5   20.1 0.0 0.9 1.3 3.1 7.6 16.0 31.9 42.3 48.6 �
を使った遊び�
�
おにごっこ、缶けりなどの 18.0 18.9  17.1 0.0 4.2 6.3 5.1 9.0 14.4 23.8 30.8 35.7 �
外遊び�
�
なわとび、ゴムとび 16.4 11.8 ＜ 21.3 0.0 0.3 0.3 2.8 4.8 7.8 13.7 36.5 45.7 �
�
テレビゲーム 12.8 17.9 ＞   7.5 0.0 0.0 0.7 1.1 2.3 8.9 10.8 28.2 34.1�
�
その他 13.2 13.6  12.9 35.6 15.8 11.9 8.5 13.0 14.2 13.3 16.3 13.7 

（％）�

注1）複数回答、「その他」を含む16項目の中から選択。�
注2） 0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
注3）＜は子どもの性別にみたときに、5ポイント以上差があるもの。�
注4）　　は、年齢別にみたときの最大値、　　　は次に大きい値を示す。�
注5）子どもの年齢別にみて、30％以上の項目は薄い網掛け、50%以上の項目は濃い網掛けにしている。�
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今回から新たに、子どもの発達に関する項
目として、おもに「生活習慣に関する発達」
「人とのかかわりに関する発達」「言語に関す
る発達」の03 領域について調査した（ただし、
対象年齢は01歳以上）。また、項目を作成す
るにあたり、『津守式乳幼児精神発達質問紙』
（津守真、稲毛教子、磯部景子著、大日本図
書）と『幼児期における「自己」の発達：行
動の自己制御機能を中心に』（柏木惠子著、
東京大学出版会 1988年）を参考にした。

●○生活習慣に関する発達
幼稚園児のほうが、未就園児よりも

生活習慣を身につける時期が早い傾向に

まず、生活習慣に関する各発達項目につい
て、「できる」と答えた割合を、年齢別に比
較した（図01－07 －01）。4 歳児になるとすべ
ての項目の課題を、8 割以上の子どもが「で
きる」ようになる。しかし03 歳児の時点では、
「おはしを使って食事をする」が62.0％、「オ
ムツをしないで寝る」45.9％、「一人で洋服
の着脱ができる」62.0％、「一人で遊んだあ
との片付けができる」64.7％の子どもが達成
できているにとどまる。3歳児という年齢で、

課題ができるかどうかに差がある背景の01つ
には、家庭外での集団生活を開始しているか
どうか、つまり、就園しているかどうかの違
いがあげられるのではないか。
本調査の実施時期に関連し、幼稚園に就園

している子どものほとんどが03 歳11か月以上
であり、3 歳10か月までの子どものほぼ09 割
が未就園児である。よって、就園状況と発達
課題との関連を分析するには、この点を考慮
する必要がある。
そこでまず、3 歳11か月を基準とし、前後

の月齢を04 か月単位で区切って、課題達成率
の比較を行った結果、とくに「一人で洋服の
着脱ができる」子どもの割合が月齢とともに
増えることがわかった（図01－07 －02）。さら
に、3 歳11か月～04 歳02 か月までの幼稚園児
と未就園児との比較を行ったところ（保育園
児については、サンプル数が少ないために除
外した）、いずれの項目においても、幼稚園
児のほうが未就園児よりも課題の達成率が高
い傾向がみられた（図01 －07 －03）。ただし、
幼稚園児の平均月齢が48.5か月、未就園児が
47.9か月と若干未就園児のほうが低いことか
ら、このことによるいくらかの影響も考えら
れる。

生活習慣に関する発達は、未就園児よりも幼稚園児のほうが、また、人とのか
かわりに関しては、友だちの多いほうが発達の早い傾向がみられた。そして、
言語に関する発達については、絵本やワークなど、子どもの周りの文字環境が
豊かなほうが発達の早いことがわかった。�

7
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■図 1－ 7 －1　生活習慣に関する発達（子どもの年齢別　05年）�
（％）�

注1）「できる」の％。�
注2）満１歳以上の幼児をもつ保護者の回答のみ分析。�

 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児�
 （660人） （740人） （340人） （312人） （326人） （276人）�

コップを手で持って飲む 69.5 98.4 98.2 98.1 97.8 96.0�

スプーンを使って食べる 64.8 97.4 98.2 98.1 97.8 95.7�

おはしを使って食事をする   4.5 32.0 62.0 83.7 94.2 93.5�

歯を磨いて、口をすすぐ 14.8 73.3 91.6 95.2 97.5 95.3�

おしっこをする前に知らせる   3.3 25.2 86.3 97.8 96.9 94.6�

オムツをしないで寝る   0.6   6.3 45.9 81.1 84.8 90.2�

自分でうんちができる   5.6 24.4 78.8 95.2 96.7 94.6�

自分でパンツを脱いで   1.2 17.7 79.1 98.1 97.3 94.9�
おしっこをする�
家族やまわりの人にあい 45.9 83.5 92.5 93.6 91.8 91.7�
さつする�
決まった時間に起床・就寝 55.6 62.2 72.6 82.4 85.8 84.4�
する�
一人で洋服の着脱ができる   1.4 18.4 62.0 92.3 96.3 93.8�

一人で遊んだあとの片付け 17.0 46.8 64.7 85.6 88.1 85.1�
ができる�
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■図 1－ 7 － 2　生活習慣に関する発達（子どもの月齢別　05年）�

■図 1－ 7 － 3　生活習慣に関する発達（ 3 歳11か月～ 4 歳 2 か月　就園状況別　05年）�

（％）�

（％）�

注1）「できる」の％。�
注2）生活習慣に関する12項目のうち4項目を図示した。�

注1）「できる」の％。�
注2）生活習慣に関する12項目のうち4項目を図示した。�
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■図 1－ 7 －4　人とのかかわりに関する発達（子どもの年齢別　05年）�
（％）�

注1）「できる」の％。�
注2）満１歳以上の幼児をもつ保護者の回答のみ分析。�

 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児�
 （660人） （740人） （340人） （312人） （326人） （276人）�

おとなの顔色をうかがい 68.4 74.9 76.3 83.4 75.0 76.1 �
ながらいたずらをする�
他の子どもとおもちゃの 73.8 85.4 89.4 89.4 86.5 82.9 �
取り合いができる�
言い聞かせると欲しい物 27.9 73.8 82.1 88.5 92.6 93.1 �
をがまんする�
友だちとけんかをすると   8.8 34.0 60.0 80.8 80.3 82.2 �
言いつけに来る�
おもちゃなどを友だちと 15.6 58.6 77.9 93.6 94.0 93.1 �
順番に使う�
嫌なことをはっきり嫌と 51.6 81.2 84.5 82.6 77.7 81.9 �
言える�
入りたい遊びに「入れて」   5.0 43.1 65.7 82.7 85.2 84.8 �
と言える�
自分の考えや意見を自分   6.0 45.3 68.0 79.5 75.0 79.3 �
から言える�
ルールを守って遊ぶこと   5.0 34.7 64.8 88.2 94.0 90.9 �
ができる�
「いけない」と止めると、 38.9 62.9 76.4 88.1 85.9 88.8 �
やめられる�
自分の感情をすぐ爆発さ   7.9 25.4 40.4 59.7 70.7 73.9 �
せずに抑えられる�
失敗したりうまくいかな 34.0 47.0 47.9 56.5 66.6 72.8 �
くても、すぐあきらめない�
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●○人とのかかわりに関する発達
未就園児は、友だちの数が多いほうが　　

発達課題の達成率が高い

つづいて、人とのかかわりに関する発達課

題について、年齢ごとの達成率を示したのが
図01－07 －04である。ここから、4歳児になる
と、「自分の感情をすぐ爆発させずに抑えら
れる」「失敗したりうまくいかなくても、す
ぐあきらめない」以外の課題を、ほぼ08 割の
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子どもが「できる」ようになることがわかる。
ただし、この02 つは、6 歳児になっても07 割
程度の達成率と低いので、子どもによって比
較的個人差の大きい項目であると考えられ
る。これら以外では、3 歳児の時点では、
「友だちとけんかをすると言いつけに来る」
「入りたい遊びに『入れて』と言える」「自分
の考えや意見を自分から言える」「ルールを
守って遊ぶことができる」の04 項目で「でき
る」割合は06 割台で個人差があるようだ。こ
れら04 項目は、子ども同士のやりとりを通じ

て達成される課題であるといえる。幼稚園・
保育園に通う子どもたちは、日常の保育のな
かで友だちとのやりとりを経験しているが、
未就園児たちはどうなのであろうか。やはり
友だちがたくさんいるほうが、人とのかかわ
りにおける発達課題も早いうちに達成できる
のではないだろうか。
まず、3 歳の未就園児について、「一緒に

遊ぶ友だちの数」との関連を分析した（図
01－07 －05）。未就園児のほとんどが、3 歳11
か月までに集中しているので、ここでは03 歳

■図1－7－ 5　人とのかかわりに関する発達（ 3 歳未就園児　友だちの数別　05年）�

できる　   　　　　できない�
� （％）�

無答不明�

友だちとけん
かをすると言
いつけに来る�

入りたい遊び
に「入れて」
と言える�

自分の考えや
意見を自分か
ら言える�

ルールを守っ
て遊ぶことが
できる�

0 ～ 1 人�

2 ～ 3 人�

4 人以上�

39.0                   58.7               2.3�

       　 56.5    　　39.4   　　　 4.1�

　　　　 62.1    　　　　35.3  　　　　2.6

0 ～ 1 人�

2 ～ 3 人�

4 人以上�

0 ～ 1 人�

2 ～ 3 人�

4 人以上�

0 ～ 1 人�

2 ～ 3 人�

4 人以上�

45.9               　54.1   　　0.0�

　　　 65.4    　　　32.4  　　2.1�

　　　　 72.5    　　　　24.9  　　2.6

56.1    　　　　43.9   　0.0�

　　67.6     　29.4  　　　　　3.1�

　　　　78.3    　　　 20.5  　1.2

　63.9    　　　　33.8  　　　　2.3�

　62.2    　　　 33.6  　　　　4.1�

62.1    　　　 33.9  　　　　4.0

注1）「0～ 1人」は、一緒に遊んでいる友だちが「0人」「1人」と回答した人、「4人以上」は「4 ～ 5人」「6人以上」
と回答した人。「特に決まっていない」および無答不明の人は、図から省略した。�

注2）人とのかかわりに関する12項目のうち4 項目を図示した。�
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という年齢を基準にした。その結果、友だち
の人数の多いほうが、各課題の達成率が高い
傾向にあったが、「ルールを守って遊ぶこと
ができる」では差がなかった。これは未就園
児の友だち関係が、幼稚園・保育園のような
集団生活のなかの枠組みにおけるそれとは質
的に異なるためではないだろうか。なお、2
歳の未就園児についても同様に、友だちの数
との関連を分析したが、友だちがいるかいな
いかで03 歳児群のような大差はみられなかっ
た（図省略）。

つづいて、幼稚園児と未就園児との比較を
行った結果、「自分の考えや意見を自分から
言える」以外の項目で、幼稚園児の課題達成
率が高いことがわかった（図01－07 －06）。子
どもが自分の考えや意見を持つのは子ども同
士の場面に限らず、母親や父親など、周囲の
おとなに対しても向けられることなどから、
このような結果が得られたものと考えられ
る。
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■図 1－ 7 －6　人とのかかわりに関する発達（ 3 歳11か月～ 4 歳 2 か月　就園状況別　05年）�
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注１）「できる」の％。�
注２）人とのかかわりに関する12項目のうち４項目を図示した。�
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■図 1－ 7 －9　家にあるものの使用頻度（ 4 歳児   「絵本に書かれた字を読む」別　05年）�
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注 1）「ほとんど毎日」＋「週に3～4日」の％。�
注2）「できる群」は「絵本に書かれた字を読む」項目で「できる」と回答した人、「できない群」は「でき

ない」と回答した人を示す。�

できる群（177人） �
できない群（127人）�




